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第 14 回 IRPA 国際会議 

(提供者 Jack Valentin 氏) 
 

 
 

IRPA 14, 国際会議 2016! 

放射線防護で最も大きく重要な国際行事: IRPA14 会合が南アフリカのケープタウン国際

会議場で 2016 年 5 月 9-13 日に開催されます。皆様にお会い出来るのが楽しみです。 

IRPA 会合は 4 年に 1 回開催され、放射線防護の全ての側面における科学的、技術的、規

制的な発展についての現況を知り、世界中からの放射線防護にかかわる同士の関係を築

き、維持し、楽しむための絶好の機会を提供します。 

あなたのためにどんな利点があるか? 

あなたの国の放射線防護の学会のメンバーであれば、自動的に IRPA のメンバーでもあり

ますので、 IRPA 会合はあなたにとってなくてはならない会議になります。さらに

IRPA14 には特別の付加価値があります; 私たちは IRPA の 50 周年を祝福し、今回がアフ

リカで開催される初めての IRPA 国際会議なのです。  

包括的ですべてを包含するような科学的かつ技術的なプログラム、多様なリフレッシャー

コース、そして技術展示と見学のプログラムが組まれるでしょう。これらはすべて専門的

な発展を構築し継続するための理想的な機会（伝統的な暖かみのある優れたソーシャルプ

ログラム, 活気に満ちあふれ友好的なアフリカの社会的で文化的な行事、そして寛大な南

アフリカの歓待の楽しみを経験する素晴らしい機会）を提供します。  

IRPA とその加盟学会の実務もまた会合中には行われ、すべての会員にとって IRPA に親

しみと関わりを持つようになる機会を提供するでしょう。若い参加者（学生）と発展途上

国からの若手には限られた量ではありますが経済的な支援が用意されています。詳しく

は、 www.irpa2016capetown.org.za/registration.asp をご覧ください。 

一言では、IRPA14 はすべての放射線防護実践者にとって “行かなければならない” 行事な

のです。 
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会合のテーマとリーダー 

 

テーマ「放射線防護の実践 – 経験と新しい挑戦の共有」が、科学プログラムの基礎です。私たち

が放射線防護の専門家であるという事実に焦点を当てます。専門性を実践するとき、新しくて予

期しない発展に直面すれば、私たちは互いから学び、互いに助けあうのです。これらはより良い

防護のための改良された技術や社会での放射線の影響力の増加、そして放射線緊急時の対応を含

みます。私たちのすべてが専門家としての生涯の一部としてこの展望を認識するでしょう。アフ

リカ諸国における急速な発展はこれらの変わりゆく展望がおそらく他のどこよりも明白であるこ

とを意味しています。 

大会長は Thiagan Pather 氏で、SARPA の設立メンバーであり、南

アフリカ原子力規制当局の原子力技術・廃棄物プロジェクトのマネ

ージャーです。大会プログラムとサポート委員会はそれぞれ Jack 

Valentin 氏と Doug Chambers 氏によって組織されます。 

 
 
 

科学プログラム 

プログラムは馴染みがあって簡単に理解できる構造を提供するでしょう。しかし、最も新しい手

段を利用します。それは基調講演、同時並行の分野別セッション、ポスターセッション、全体の

要約、そして、焦点を当てたフォーラムを取りあげるでしょう。プレナリーセッションでは、名

声のあるシーベルト講演、電離と非電離放射線防護の基礎となる科学のレビュー、国際的な防護

体系の現状、福島第一原子力発電所事故から学んだ教訓についてアップデートするためのセッシ

ョン、そしてスウェーデン王立科学アカデミーのゴールドメダル受賞者による簡潔に焦点を当て

た発表が含まれるでしょう。最後のプレナリーセッションでは、IRPA の役割と活動を強調しな

がら、会合の主要な結論と成果を確認するでしょう。 

プログラムでは三つの主要な話題について言及するでしょう。 

1. 基礎科学。放射線防護に適用され、疫学や物理学、化学、生物学、社会科学を構成するものと

して。被ばくの線源、物質との相互作用、LET 概念、放射化学、ナノ粒子について注目されるで

しょう。低線量や LNT、疫学ばかりでなく高線量と事故についても議論され、また、出生前の被

ばくや非がん影響、個人の放射線感受性と毒物学、そして複合影響についても議論されるでしょ

う。原爆被爆者、ウラン研究、バックグラウンド放射線についても再び取りあげられるでしょう。

科学的な問題としての倫理的な課題、政策に関連した公衆のリスク認知、ゼロリスクの考え方、

そして核実験に従事した経験者についても議論されるでしょう。 

2. 政策、標準、そして文化。哲学と原則を確立するものとして、そして、国際標準と勧告、倫理

的な側面と放射線防護文化、ステークホルダ関与、核セキュリティ、訓練と教育、そして統合さ

れた管理システムを扱うものとして。グローバルな放射線安全パラダイムについても、線量とリ 
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スク、哲学と原則、電離と非電離放射線のための国際安全基準、段階的な規制アプローチ、そし

て医療、セキュリティ、その他の産業ハザードの統合の点から言及されるでしょう。倫理的で文

化的な経験、訓練と教育の課題、品質と管理、ステークホルダ関与も言及されるでしょう。

IRPA14 の間に確認された主要な課題と将来のための挑戦が要約されるでしょう。 

3. 実際の適用。例えば、原子力と他の産業、鉱山業と鉱石処理、医学利用、非電離放射線、そし

て自然起源の放射線における放射線防護の実践など。放射線防護の実践の現実に直面している専

門性に焦点が当てられるでしょう。そして、私たちが医療、一般的な電離・非電離放射線防護、

正当化と最適化、設計、放射線計測と線量評価、環境と自然バックグラウンドの問題、輸送と密

封線源管理、緊急時、廃止措置、廃棄物、そして環境修復の専門家として経験している現状につ

いても焦点が当てられるでしょう。 

16 の分野横断的なテーマが、これらの主要な話題のすべてを扱うこととなるでしょう。したが

って、あなた自身に合うようなセッションを選ぶことができるでしょう。 

 

50 周年記念 

IRPA という旗印の下での、世界中の放射線防護の専門家間の国際協力の 50 周年は、この間に示

された達成と重要な出来事に捧げるセッションをもって祝福されるでしょう。そのセッションは

科学プログラムの重要な一部分となり、私たちの専門性の基礎となる科学的な話題や直面してい

る課題、これから予測される課題、これまでに学んだ教訓を強調するでしょう。それは、放射線

安全の発展する世界における専門家集団と IRPA の役割と影響に対する特別な洞察を提供するで

しょう。 

 

国際 NIR ワークショップ 

2016 年 5 月 9-11 日に、国際非電離放射線防護委員

会(ICNIRP) が第 8 回国際 NIR ワークショップを

IRPA14 会合に併せて開催します。これは、ICNIRP

と IRPA の間の共同と協力を意味するものです。 

ICNIRP ワークショップの主要な発見は、IRPA14

の最終の科学プレナリーにおいて発表されるでしょ

う。ICNIRP の第 8 回国際 NIR ワークショップにつ

いての更なる情報は www.icnirp.org から入手可能で

す。 

ディスカウントされた登録料が IRPA14 会合と ICNIRP 第 8 回ワークショップの両方に登録さ

れた方に適用される予定です。 
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技術展示と見学会 

これは IRPA14 における科学的な提供の重要な部分であり、放射線防護が活発な役割を担ってい

るすべての分野での最新の技術開発を経験する機会をあなたに与えるでしょう。地元そして国際

的な業者が製品開発と関連サービスの最新について紹介するでしょう。  

スポンサーの商業的な発表によってあなたは製品、サービス、そして企業と組織の可能性を知る

ことができるでしょう。技術的な展示者についても、科学的な発表を提示することが奨励されて

おり、すべての発表と同じ科学的な厳格さでピアレビューされることになるでしょう。 

展示者として参加を希望される場合は、下記をご覧ください。

www.irpa2016capetown.org.za/Exhibition/Prospectus.pdf.  

会合前の見学会では、多くの施設を訪問することができるでしょう。ほとんどの見学が 2016 年

5 月 6 日に開催され、1 日訪問あるいは観光ツアーの一部として参加することができます。

Necsa（南アフリカ原子力エネルギー会社）の見学は 2 日間ツアーとなり、2016 年 5 月 5-6 日

に開催される予定です。  

リフレッシャーコース 

20 のリフレッシャーコースが同時並行の朝のセッションで選ばれた講師から行われる予定です。

リフレッシャーコースのプログラムでは、放射線防護の科学と実践の特定の分野でのあなたの知

識を最新のものとすることができるでしょう。コースはトピックの現状についての幅広い概要を

提供するでしょう。それによって、非専門家には現状についての健全な理解を与え、経験を積ん

だ実践者にはその分野での最新の進展についてのさらに詳細な理解を与えることでしょう。 

 

IRPA 若手専門家表彰 

IRPA 若手専門家表彰は、若手専門家と科学者による放射線防護に対する調査とそれに関連する

すべての修養を促進することを意図としたものです。もしあなたがキャリアで日が浅いのであれ

ば、この表彰は経験を積んだ国際

的な専門家や仲間の聴衆の前で口

頭発表を行う機会を与えます。 

IRPA 若手専門家表彰以外にも、組

織委員会は 特別なレセプション

を開催し、若い参加者がその専門

でのシニアの方と出会ったり、若

い人々の間にネットワークが構築

されたりすることを促進する予定

です。 
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開催場所 

ケープタウンは、典型的な人種のるつぼであり、創造性や色彩、音楽、味覚と共に生きている街

です。街の通りを歩いて人々と出会うと、その自然の美しさや創造的な自由、驚くべき精神に恋

することでしょう。ケープタウン

は、予期しないことがいつもすぐ

そこにあるような街で、街の境界

を越えれば美しいケープ西部の探

検が待っています。  

大会はケープタウン国際会議場 

(CTICC)で、2016 年 5 月 9–13 日

にかけて開催されます。街の美し

い北の浜辺の中心部に位置してお

り、CTICC は世界クラスの標準

と機能を提供し、とても魅力的なテーブルマウンテンを背景にして、世界中のアイデアや文化が

出会って混ぜ合わさることのできる国際的な展示場です。  

大会宿泊先は、すべての希望と予算に合うように、豪華な 5 つ星からゲストハウスやベッド・ア

ンド・ブレックファストまで用意があります。  

幅広い種類の興味深いツアーや小旅行が訪問者に提供される予定であり、これらは文化的、歴史

的、地理的なものとなるでしょう。街の居住地域から野生保護区、ショッピングモールからブド

ウ園まで、皆さんを喜ばせるようなものがあることでしょう。 

組織者と開催者 

IRPA14 は、Southern African Radiation Protection Association (SARPA) と South African 

Radiation Protection Society (SARPS)の二つの組織の協力によって開催されます。  

SARPA は 1977 年に設立され、その構想は南アフリカと南アフリカ地域における放射線防護の

専門団体として目的を果たすための独立した機関というものでした。SARPS は 1970 年に設立

され、目的は南アフリカでの医療や科学、農業、商業、産業における放射線防護の促進であり、

健康管理に重点を置いたものでした。 

南アフリカは医療と産業における放射線の利用には長い歴史があります。原子力産業はウラン採

鉱、原子力発電、そして放射性同位元素製造を含んでいます。南アフリカはアフリカ地域と世界

の新興国グループにおいて重要な役割を担っています。これらの特徴は、世界の放射線防護の教

訓を共有し、新たに発生した挑戦について議論するための貴重な機会として、大会に特別な意味

をもたらします。 
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重要な日付 

要旨提出期限: 2015 年 9 月 20 日 

論文受理通知: 2015 年 12 月 31 日 

早期登録: - 2016 年 1 月 31 日 

フルペーパー投稿期限: 2016 年 3 月 31 日 

後期登録: 2016 年 4 月 1 日 – 

IRPA 14 大会: 2016 年 5 月 9-13 日 

 

詳しい情報 

www.irpa2016capetown.org.za  
IRPA14 第 2 回アナウンス: 

www.irpa2016capetown.org.za/announcement
s/2ndAnnouncement/2ndAnnouncement.pdf  

 

協力機関 
 

   

EUROPEAN COMMISSION (EC)  INTERNATIONAL ATOMIC ENERGY AGENCY 

(IAEA) 
INTERNATIONAL COMMISSION ON NON‐

IONIZING RADIATION PROTECTION (ICNIRP)

   
INTERNATIONAL COMMISSION ON 

RADIOLOGICAL PROTECTION (ICRP) 
INTERNATIONAL COMMISSION ON 

RADIATION UNITS & MEASUREMENTS 

(ICRU) 

INTERNATIONAL LABOUR OFFICE (ILO)

 

 

 

 

 

 

 
 

 

INTERNATIONAL ORGANIZATION FOR 

MEDICAL PHYSICS (IOMP) 

INTERNATIONAL SOCIETY OF 

RADIOGRAPHERS & RADIOLOGICAL 

TECHNOLOGISTS (ISRRT) 

 

OECD NUCLEAR ENERGY AGENCY 

(OECD/NEA) 

     
PAN AMERICAN HEALTH ORGANIZATION  

(PAHO) 
UNITED NATIONS ENVIRONMENT

PROGRAMME (UNEP) 
UNITED NATIONS SCIENTIFIC COMMITTEE 

ON THE EFFECTS OF ATOMIC RADIATION 

(UNSCEAR) 

   

  WORLD HEALTH ORGANIZATION (WHO)  
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日本保健物理学会 (JHPS) – 紹介と福島事故後の第二期提言 
 

(提供者 小佐古敏荘氏、JHPS 会長) 
 
 
日本保健物理学会(JHPS)は、当初は米国 HPS の支部として 1961 年に設立された、放射線安全

の専門家を擁する科学的な組織です。私たちの使命は 保健物理の科学と実践についての卓越性

を促進し、その活動を社会に反映することです。現在では、放射線安全に関係するすべての科学

的で技術的な領域を代表する約 800 名の会員を擁しています。私たちは 1965 年に独立した学会

として IRPA に加盟し、またアジア・オセアニア地区放射線防護協議会（AOARP）のメンバー

でもあります。2010 年から 2014 年にかけて、JHPS の会長である小佐古敏荘教授が AOARP の

会長を務められました。 
 
私たちは例年初夏に研究発表会を開催し、シンポジウムやワークショップも毎年開催します。

JHPS には企画委員会、編集委員会、国際対応委員会、放射線防護標準化委員会の 4 つの常設委

員会を統治する理事会があります。また、活発な若手研究会、専門研究会（例えば、眼の水晶体

の放射線防護、防護上の制限値）もあります。私たちは日本原子力学会や日本放射線安全管理学

会と協力関係にあります。 
 
JHPS の最も重要な活動の一つは、福島第一原子力発電所事故後の放射線防護の課題を特定する

ことです。IRPA13 で議論された第一期提言のあとに、私たちは、民間事故調（2012 年 2 月）、

東京電力事故調（2012 年 6 月）、国会事故調（2012 年 7 月）、政府事故調（2012 年 7 月）が

発刊した報告書をレビューすることで、放射線防護の課題についてさらに調査を行い、第二期提

言を準備しました。抽出された課題には、環境放射線モニタリング、環境中での放射性物質の拡

散についての予測システムと方法論、規準・コミュニケーション・避難地域の設定に関しての住

民避難のフレームワーク、食品や飲料水のための放射線防護規準、住民やプラント復旧作業者の

実際の放射線被ばく、公衆に対するリスクコミュニケーションと適切な原子力緊急時のための準

備があります。第二期提言は現在出版されており、下記よりご覧いただけます。  
http://www.jhps.or.jp/jhp/wp-content/uploads/2014/12/JHPS-
issues_and_recommendationsrecom.pdf.  
世界中の放射線防護の仲間からの本提言に対するいかなるコメントや提案も歓迎され感謝されま

す。 
 
 

 
 
JHPS 理事会 
 
 
 
 

IRPA 会報
2015 年 3 月 第 5 号



 

9 
 

 
 
 
 
 
 

IRPA 会報

2015 年 3 月 第 5 号

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

放射線防護体系の倫理的側面に関する第2回北米ワークショップ  
2015 年 3 月 10-12 日, ケンブリッジ, マサチューセッツ州, アメリカ合衆国 

 
(投稿者: Behnam Taebi 氏,  Kunwoo Cho 氏) 

 
今回のワークショップは、一連の ICRP ワークショップの一部であり、目的は放射線防護体系の倫理的な基礎を明らかにす

ることでした。ICRP は放射線防護体系の倫理的な基礎についての勧告を作成するためのタスクグループ 94 (TG 94)を設立

し、その目的は、ICRP 勧告の基礎を統合し、体系の理解を改良し、放射線リスクとその認知についてのコミュニケーショ

ンの基礎を提供することにあります。この一連のワークショップは TG 94 の検討に貢献することを意図しています。  
 
本ワークショップは、勧告の見直しに関する ICRP の最近の活動についての概要が ICRP 副委員長の Jacques Lochard 氏か

ら提供されたことから始まりました。Kunwoo Cho 氏と Chieko Kurihara 氏は、それぞれ TG 94 の議長とメンバーであり、

これまでになされた放射線防護の倫理についての彼らの TG での検討の概要を発表しました。さらに 4 件の基調講演が、

Stephen Gardiner 氏 (University of Washington) 、 Sheila Jasanoff 氏 (Harvard) 、 Friedo Zölzer (University of South 
Bohemia)、そして、Behnam Taebi 氏(Harvard/TU Delft)からありました。本ワークショップのほとんどの時間が TG 94 で

進行中の作業に貢献することを目的とした参加者による双方向の議論に費やされました。  
 
対話型のセッションではいくつかの重要な課題が集められ検討されました。議論の大部分は二つの事項に向けられました。

一点目は重要な倫理的な課題を特定し分類することで、二点目はこの分類を通じて、そしてそれぞれの倫理的な課題の意味

の理解を通じて生じた主要な挑戦を要約することです。そのグループは三者間モデルあるいは三つのレベルの仮想的な三者

に従いました。それは上位の価値（すなわち、最重要で有り続ける主要な倫理的な課題）、中位の原則（すなわち、それら

の価値から導かれる原則─正当化、最適化、線量制限という現存する ICRP 原則はこの分類に属する）、そして日々の防護

実践に特有で関係のあるツール、進め方、そしてガイドラインという下位に分けられます。  
 
ワークショップ全体を通じた一つの中心的な問いは、「価値と原則を伴って提案された体系は、防護実践者の日々の行為の

中でどのようにためになるか? 」というものであった。提案された体系の有用性を評価するために、核心臓学からのケース

スタディ（すなわち、stress first versus stress only tests※）が大規模に議論されました。  
 

※ 訳者注；心臓の負荷試験では、ベースと負荷時の心機能(血流)を２回測定することで、変化率(循環予備能：どれだけ伸びしろがあるか、重度の動脈

硬化では予備能が低い)などが調べられる。stress-only だと、負荷試験のみ、stress-first は先ず負荷試験をして、想定内の機能であれば、次のベース測定

が実施されない。 

 


